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沖縄語首里方言の敬語付き動詞

西岡 敏

1 .はじめに

沖縄語首里方言の敬語における三つの柱は、共通語(日本語)と同様、「丁寧語Jr尊
敬語JI謙譲語jである。いずれも用言 (動詞あるいは形容詞)に敬意あるいは丁寧さ

を表わす専用の要素を付与することで作られる。ただし、謙譲語について、共通語(日

本語)ではさらに謙譲語Aと謙譲語Bに分かれるけれども(大石初太郎1986[1975]:99、

菊地康人1994:209)、沖縄語首里方言では謙譲語Aに当たるもののみあって、謙譲語B

に当たるものは存在しない(→4. 3.)。

本稿では、前半で沖縄語首里方言における丁寧語、尊敬語、謙譲語を概略する。そし

て、後半でその敬語付きの動詞の活用形を語葉資料として提示する。沖縄語首里方言の

表記については、 音韻的に配慮、された西岡敏・仲原穣2000のカタカナ表記を使用し、ア

クセントの上がり目(高)を 「、下がり目(低)を j で表記することにする(西岡

2002c~こ同じ)。沖縄語首里方言の話者として、伊狩典子氏 (1931年生まれ・女性)にた

いへんお世話になった。本稿の前半は、 2002年度(平成14年度)3月に東京大学大学院

人文社会系研究科に提出した博士論文(西岡2002a)、および、その概略を紹介した2002

年度(第25固)沖縄言語研究センター・研究発表会 (2002年10月13日)の発表原稿が元

となっている。

2 丁寧語

2. ，.沖縄語首里方言・丁寧語の先行研究

服部四郎1955:345、鈴木重幸1961:81・82、国立国語研究所(r沖縄語辞典J)
2001[1963]:77・78、Loveless200 1 [1963]: 159、船津好明1988:11、津波古敏子

1997 [1992] :381-382、宮良信詳2000:60などで、文末が r~ ビーン j となる沖縄語首里方

言のI寧語が紹介されている(西岡2002a:3ら36)。

2. 2.丁寧語の表現:普通体(常体)と丁寧体

共通語(日本語)の文について、文末が普通体(常体)であるものは「ダ・デアル体j、

文末が丁寧体であるものは「デス・マス体jと呼ばれる。そのように実際に出てくる具

体的な形式を用いて呼ぶことにならえば、沖縄語首里方言では、普通体を「ヤン体J、

丁寧体を「ビーン体jと呼ぶことができる。沖縄語の「ビーンjが日本古語の「はべりj
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[侍り]と対応することは、国立国語研究所2000[1963]:77、外間守善2000[1981]:28・30、

津波古1997[1992]:381-382をはじめ、多くの研究者が指摘するところである。

(例1)ヤン体

ビーン体

「クレ」一 「スムチ 「ヤjン. これは本だ。

「クレj一 「スムチ 「ヤイjビーン. これは本です。

沖縄語首里方言の丁寧語の表現と、共通語(日本語)のそれ(です・ます)とは、ほ

ぼ同じ機能を果たしていると考えられる。すなわち、次のような機能である。

①話題とは無関係・聞き手に関係

丁寧語は、聞き手に対する丁寧さを表わすもので、話題が何であるかについては無関

係である。

(例2)rシンjシーヤ 「ブンガクハカセ 「ヤイ jビーン.
先生は文学博士です。

(例3)rアjヌ 「スムチェー 「タルーヌ 「ムjン 「ヤイJビーン.
あの本は太郎のものです。

(例2)で文末が「ヤンjではなく「ヤイビーンjであるのは、文中で話題になって

t)るものが社会的に地位が高いとされる「先生=文学博士jであるからではない。その

証拠に(例3)のごとく話題になっているものが「太郎の本jであっても「ヤイビーンj

が使われている。すなわち、「ヤイビーンjの使用が文中に出てくる話題によって左右

されていないことを示している。

②尊敬語や謙譲語の後に続く。

以下の(例4)では「ビーンjが尊敬語「ミシェー(ン)J (お~になる)の後に、(例

5)では謙譲語「ウンヌキ(ユン)J(申し上げる)の後に続いている。「ービーンjとい

う要素が、尊敬語、謙譲語以外の敬語の範時であること(それらとは別の丁寧語という

敬語の範囲書であること)を示している。

(例4)rシンjシーガ 「スムチ 「ユミミシェービ-Jン.
先生がをお読みになります。(尊敬語十丁寧語)
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(例5)rワンネー 「シンJシーンカJイ 「アン 「ウンJヌキヤビーン.
私は先生にそう申し上げます。(謙譲語+丁寧語)

3.尊敬語

3. 1.沖縄語首里方言・尊敬語の先行研究

服部1955:344、国立国語研究所2001[1963]:80、Loveless2001[1963] :159-160、船津

1988:124・129、津波古1997[1992]:382、宮良2000:67・74などがある(西岡2002a:54-55)。

3. 2.尊敬語の表現

沖縄語首里方言も、共通語(日本語)と同じく、尊敬語は「話手が主語を高める表現J

(菊地1994:93)である。共通語では「おーになるJが尊敬語をつくる代表的な形である

が、沖縄話首里方言では r-ミシェーンjが尊敬語を表わす要素として第一に挙げられ
る。

①話題となる人物への敬語

「ミシェーンJの使用は、丁寧語のように聞き手ではなく、話題となる人物に関わる。

(例6) (例7)のように、主語が「シンシ-J (先生)である場合、双方とも動詞に「ミ

シェー(ン)_jという敬語の要素が付き、その主語を高めている。「ミシェーンJには、

「ヤン体J(普通体[常体])と「ビーン体J(丁寧体)の双方がある。ということは、「ミ

シェーンjが、丁寧語とは異なった敬語の範囲書に属していることを示している。

(例6)iシンjシーガ 「スムチ 「ユミミシヱーン. (ヤン体)

先生が本をお読みになる。

(例7)iシンjシーガ [スムチ 「ユミミシェービ-Jン. (ビーン体)

先生が本をお読みになります。

話題となる人物は、聞き手である「二人称j、または第三者である「三人称Jの双方

の場合がある。

(例8)iウンジュガ 「スムチ 「ユミミシェービー「ミ? (二人称を高める)

あなたが本をお読みになるのですか。

(例9)iタルーヌ 「シンjシーガ 「スムチ [ユミミシェービー[ミ?(三人称を高め

る)
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太郎の先生が本をお読みになるのですか。

②「主語」を高めるということ

文中に尊敬の対象となる話題の人物があっても、主語でなければ尊敬語によって高め

ることができない。(例10)では、尊敬の対象となる「シンシーJ(先生)が文中には出

てきているけれども、それは主語ではない。主語は「イィ-J (絵)であり、これを尊

敬語「ミソーチャンJ(1ミシェーンjの過去形)によって高めることはできない。

(例10)x 1イィーヌ 「シンjシーヌ 「チブルンカjイ 「ウティミソーチャJン.

×絵が先生の頭にお落ちになった。

(例11) (例12)のように、主語が「ヌスドゥJ(泥棒)や「ワンJ(私)など、高め

られるべきでない語のときも、<適用>の段階でおかしな文と判断される。

(例11)x 1アjヌ 「ヌスドゥヌ 「ブィンギミソーチャJン.

×あの泥棒がお逃げになった。

(↑列12)x 1ワーガ 「メンjソーチャン.

×私がいらっしゃった。

上記の例は、<適用>のルールは破っているけれども、 〈主語を上位者として高める〉

という機能は保っている。菊地1994:111は、「先輩がせっかくいらっしゃった(おいで

になった)んだ。酒ぐらいふるまえ。jという共通語(日本語)の自敬表現の文例を挙

げ、冗談としては使用可能であることを述べている。沖縄語でも次のような自敬表現

(1ドゥーウヤメー)を用いた例(北谷方言)を挙げることができる。

(例13)沖縄芝居『丘の一本松J(作:大宜見小太郎)

(息子)ワーガ イカンデー ターガ イチュガ?

私が行かないで誰が行くのか?

(父) ワーガ メンシェーン.

私がいらっしゃる。

③沖縄語首里方言の身内敬語性

沖縄語首里方言では、身内の人に対しでも敬語を使ってかまわない。以下の(例14)

は沖縄語による新作のわらべうたの例である。
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(例14)新作童歌『ちんぬくじゅうしLリ(作詞:朝比日志)

すうが畑から 戻みそうち

スーガ ノリレカラ ムドゥミソーチ

お父さんが畑からお戻りになって、(共通語[日本語]では不可)

(例14)では身内の「父」に対して尊敬語「ーミソーチJ(1-ミシェーン」のテ形)
が用いられている。共通話(日本語)の発想では、<適用>の段階で「身内を高めている」

ということで不可とされる言い方である。

④「めしありJ[召し有り]と「めしおわるJ[百し御座る1:補充法 (suppletion) 

共通語(日本語)の「おーになるjの意味にあたるものが、沖縄語首里方言では「ミ

シェーンJ([召し有り]と対応)という形で、「お~になった」の意味にあたるものが

「ミソーチャンJ([召し御座した}と対応)という形である。「ミシェーンjと「ミソー

チャンJは互いに尊敬語の活用体系を補う補充法 (suppletion)の関係にある。

祭和歌謡集『おもろさうしJ(1531-1623年)では、尊敬の補助動詞「おわるJ(1御

座す」のラ行四段動詞化形)が盛んに用いられている。しかし、琉歌・組踊の時代では、

「おわる」の敬度が漸減している(仲宗根政善1987:231.261)。そのため、「おわるJの前

に「召すjを付けて「召しおわるjとし、敬度の補強が図られたと考えられる。

3. 3.尊敬語の一般形・特定形

①尊敬語の一般形

一般形とは、「読むJ→「お読みになるjなど、動詞から規則的につくる敬語であり、

これに対し、特定形とは、「言うj→「おっしゃるjなど、特定の形の敬語である(菊

地1994:94)。沖縄語首里方言では、今まで例示してきた尊敬形式の「ミシェーンjが尊

敬語の一般形をつくる代表的な形である。

②尊敬語の特定形

先述したように、特定形とは、「言うj→「おっしゃるj、「食べるj→「召し上がるj

など、動詞から規則的に作らず、別個独自にそなわっている尊敬語の形である。沖縄語

首里方言における尊敬語の特定形には次のようなものがある。

尊敬語の特定形

「ウサJガユン(召し上がる) 「カムン(食べる)

ハU
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「メンjシェーン (t)らっしゃる)

「メーン、「イメーン(おいでになる)

「ミシェーン(おいでになる)

「ウタビミシェー」ン(くださる)

「ウミjカキユン(ご覧になる)

「ウンjヌカユン(お聞きになる)

「マーjスン(亡くなる)

「ケーマースjン(亡くなる)

「ミーウトウイ 「スjン(お隠れになる)

「ッワーチミチシェーン

(お歩きになる・準特定形→ 4. 4.③) 

「ッウェーシミシェーン

(お休みになる・準特定形→4. 4.③) 

「サ-Jユン(お有りになる)

4.謙譲語

「ヌムン(飲む)

「イチュjン(行く)

「チューン(来る)

「ウゥjン(居る)

同上

同上

「クィユjン(くれる)

「トゥラスン(くれる)

「ンジュン(見る)

「チチュjン(聞く)

「シヌjン(死ぬ)

向上

同上

「アッチュン(歩く)

「ニンJジュン(寝る)

「ユクユン(休む)

「アン(有る)

4. 1.沖縄語首里方言・謙譲語の先行研究

船津1988:127、宮良2000:74、西岡.f中原2000:117-119などがあるがいずれも不十分で、

沖縄語首里方言における敬語の「三本柱J(丁寧語・尊敬語・謙譲語)のうちでも特に

研究が進んでいなかった(西岡2002a:91・92)。

4. 2.謙譲語の表現

4. 3で後述するが、沖縄語首里方言には、共通語(日本語)にある「謙譲語BJが

無く、謙譲語Aのみがある。「謙譲語AJとは「話子が補語を高め、主語を低める(補

語よりも低く位置づける)表現J(菊地1994:210) と定義されている。「謙譲語AJ と

「謙譲語BJを機能的に区別する必要がないので、沖縄語首里方言では、共通語(日本

語)の「謙譲語AJにあたるものをただ単に「謙譲語jと呼ぶことにする。

①話題となる人物への敬語

謙譲語においては、以下の(例15) (例16)のように、「ヤン体J(普通体)、「ビーン

っ“nU
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体J(丁寧体)の双方が可能であり、丁寧語とは別の敬語の範鴎を形成している。この

ことは、謙譲語の使用が開き手ではなく(聞き手に関係するのは丁寧語のほう)、話題

となる人物にコントロールされていることを示している。また、話題となる人物は、聞

き手である「二人称J(例16)、または第三者である「三人称J(例15)の双方の場合が

ある。

(朽U15)rワンネー 「シンjシーンカjイ 「アン 「ウンjヌキタjン. (ヤン体)
私は先生に(三人称)そう申し上げた。

(例16)rワンネ- rウンジュンカjイ 「アン 「ウンjヌキヤビタjン. (ビーン
体)

私はあなたに(二人称)そう申し上げました。

②身内敬語と二方面敬語

沖縄語首里方言は身内敬語なので、身内の年長者を主語した謙譲語を使う場合に、次

の(例17)のごとく 二方面敬語(菊地1994:217)になる。(例17)では、「アヤ-J (母)

の「シンシ-J (先生)に対する行為を謙譲語により「シンシーJ(先生)を高めつつ、

同時に身内の年長者である「アヤーJ(母)を尊敬語により高めている。

(例17)rアヤーガ 「シンjシーンカJイ 「ノ、ナ 「ウサJギミソーチャン.
(謙譲語+尊敬語)

母が先生に花をさしあげになられた。(共通語[日本語]では不可)

4. 3.沖縄語首里方言に共通語(日本語)の謙譲語Bにあたるものはない

共通語(日本語)においては、謙譲語と呼ばれるものに謙譲語Aと謙譲語Bの二種類

があることが言われている(大石1986[1975]:99、菊地1994:209)。共通語(日本語)で

の謙譲語Aとは「話題の人物に対する敬語J(菊地1994:209)であり、謙譲語Bとは

「関子に対する敬語J(菊地1994:209)である。謙譲語Aは共通語(日本語)にも沖縄語

にもある。次の(例18) (例19)は補語の「皆さんjおよび「グスーヨーjに対する敬

語、すなわち、謙譲語Aの用例である。

(例18)私が皆さんをお招きしましょう/ご招待しましょう。(菊地1994:209)

(例19)rワーガ 「グスーヨー 「ウンチケー 「サビJラ.

円
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私が皆さんをご招待しましょう。

共通語で言う謙譲語Bは、たとえば it)たすJを用いた次のようなものである。

(例20)私が出席いたしました。(菊地1994:221)

it)たすJi申すJiまいるjなどが共通語(日本語)の謙譲語Bに用いられる語であ

るが、沖縄語首里方言でこれに相当する動詞はなく、聞き手への丁寧さを表わす丁寧語

で代用する(すなわち、ビーン体を用いる)。

(例21)iワーガ 「ッンジヤビタjン (iシュッjセキ 「サビjタン). 

私が出席しました。

4. 4.謙譲語の一般形・特定形・準特定形

①謙譲語の一般形

沖縄語首里方言において、謙譲語の一般形を作る形式には、次の 1-4に掲げたいく

つかの方法がある。共通語(日本語)の謙譲語一般形において、「お待ちするJの「待

ち」、「お話しするjの「話しjは連用形である。本稿でも沖縄語首里方言のそれに当た

る形を連用形と呼ぶことにする。

1 .ウ.連用形(グー漢語名詞)+ iスjン(する系)
2. ウ.連用形(グー漢語名詞)+ iウゥガムン(拝む系)
3.ウー連用形(グ-漢語名詞)+ iウンjヌキユン(申し上げる系)
4. テ形 + iウサjギユン(差し上げる系)

1の「ウ/グ~スンJ(する系)と 2の「ウ/グ~ウゥガムンJ(拝む系)は、共通語

(日本語)の「お/ご~するJにほぼ相当する。 1と2の両者の語形は異なるけれども、

機能的には同じものとして扱うことができる。ただし、敬度は 1(する系)より 2(拝

む系)が高い。

(例22)iワッターヤ 「シンjシー 「ウトウイムチ 「サjン. (する系)

私達は先生をおもてなしした。

(例23)iワッターヤ 「シンjシー 「ウトウイムチ 「ウゥガダン. (拝む系)
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私達は先生をおもてなしした。

3の「ウ/グ~ウンヌキユンJ(申し上げる系)は、共通語(日本語)の「お/ご~

申し上げるjとは異なり、前部要素「ウ/グ-Jの部分が「言うj対象とならなければ

使えない。すなわち、そこが発話に関わる場合にしか使用できない。例えば、(例26)

は「グエーサチJ(ご挨拶)が「言うJ対象となるので使用できるが、(例27) は「ウン

チケ-J (ご招待)が「言うj対象とならないため不可となる。

(例24)0今日は皆様にご挨拶(を)申し上げます。

(例25)0私達は先生をご招待申し上げた。

(例26)0 rチューヤ 「グスーヨーンカJイ 「グエーサチ 「ウンjヌキヤビーン.
今日は皆様にご挨拶(を)申し上げます。

(例27)x rワッターヤ 「シンjシー 「ウンチケー 「ウンJヌキヤビタjン.
私達は先生をご招待申し上げました(共通語[日本語lでは可)。

4の「テ形+ウサギユンJ(差し上げる系)は、共通語(日本語)の「ーしてさしあ

げるjに相当する形である。沖縄語首里方言でも多くの動詞でつくることが可能で、開

き取り調査などでも比較的出てきやすい謙譲語である。しかしながら、共通語(日本語)

の r-してさしあげるjと同様、「恩着せがましい響きJ(菊地1994:275)を伴うことが
ある。

②謙譲語の特定形

共通語(日本語)の「言う」→「申し上げるjのように、動詞から規則的につくるこ

とができない謙譲語の特定形には、次のようなものがある。

謙譲語の特定形

「ウサJギユン(さしあげる)

「ユシjリユン(うかがう)

「クィユjン(あげる)

「トゥラスン(やる)

「イチュJン(行く)

「チューン(来る)

「ンジュン(見る)「ウゥガムン(拝見する・お目にかかる)
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[ウンjヌキユン(申し上げる)

「ウミjカキユン(お見せする)

[ウンデー 「サリjユン(お叱りを受ける)

「イチャjユン(会う)

「ッユjン(言う)

「ミシュン(見せる)

「ヌラjーリユン(叱られる)

③謙譲語の準特定形(前部要素=特定形、後部要素=一般形)

謙譲語の中には、前部要素の「ウ/グjの要素がもはや切り離せなくなって前部要素

全体で一つの敬語の名詞を作ってはいるけれども、そのー方で後部要素は「スンjまた

は「ウゥガムンjという形が付t'¥て一般形の体をなしているものもある。こういったも

のを西岡2002a:111で、は「準特定形jと呼んでいる。たとえば、次のような話である

(以下の例で後部要素は「スンjに統一する)。

(例28)Iウンチケー 「スjン(ご招待する) [ユブjン([招くl意の呼ぶ)

「マニjチュン([文語]招く)

「ソ-Jユン(同伴する)

(例29)Iウンチェームjン 「スjン(お借りする) Iカユjン(借りる)

iXンチケ-J IXンチェームンjという語はなt'¥"すなわち、前部要素「ウンチケ

-J Iウンチェームンjは、もはやひとまとまりの特定形と見なすべきで、[ウ+ンチケ

-J Iゥ+ンチェームンJ【御十}とpうように切り離すことはできなt'¥ 0 

(例30)Iッウィーチェー 「スjン(お会いする) Iイチャjユン(会う)

前部要素「ッウィーチェ-Jは「おいきあい[御行き会い]Jに対応する語である。

これも「ッウィーチェ-Jでひとまとまりの特定形と見なすべきで、「ウ+イチェ-J

[御+]というように切り離すことはできない。

5.沖縄語首里方言の敬語付き動詞(一般形)語集資料

以下、表01-表27(pp.73・101)においては、沖縄語首里方言における敬語付き動詞の

活用形を掲げてある。

丁寧話と尊敬語については、無核のアクセントである{Iユムン) (読む)と有絞の

アクセントである{Iユブjン) (呼ぶ)を活用形の提示に使用した。通常利の形のみ
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ならず、継続本日の形(継続形)も掲げている(表03、表04、表09、表10、表11、表12、

表16、表17、表20、表21、表24、表25)。

動作動詞における過去形には、通常の「過去形」と「経験過去形J(西岡.f中原

2000:82で、は「シヨ ッタ形J)がある。たとえば、 { iユムン〉には、通常の過去形

( iユダン) (読んだ)と、話し子が過去に経験したことを聞き手に伝えるときの過去

形(経験過去形) (iユムタjン) (読みよった)との二種類がある。この区別は敬語

付き動詞のときにも引き継がれる。前者 (通常過去形)に対応する丁寧語の形が(iユ

マビタJン) (読みました)、尊敬語の形が(iユミミソーチャン) (お読みになった)

である。後者(経験過去形)に対応する丁寧話の形が(iユマピータjン) (読みより

ました)、尊敬語の形が 〈ユミミシ工ータjン) (お読みでおられた)である。ただし、

継続相と過去時制が結び付く場合は、後者(経験過去形)の使用によって通常の過去の

意味を表わすことが一般的である。すなわち、 ( iユドーミjシェータjン) (読んで

いら っしゃった)であ って、 {Xユドーミソーチャン〉ではない。西岡・仲原

2000:70，82、西岡2002a:6ら68、西岡2002b:285・288を参照されたい。

謙譲語については、無核のアクセントである(iノ、ナスン) (話す)と有核のアクセ

ントである (iシラjスン) (知らせる)を使用している。ただし、謙譲語の一般形に

ついては、連用形ないしは漢語名詞に「ウ/グJ[御]を付けた段階で無核・ 有核のア

クセントの対立が消え、すべて無核のアクセントとなる(西岡2002a:95)。無核の

( rノ、ナスン) (話す)および有核の(rシラjスン) (知らせる)は、ともに連用形
に「ウJ[御]が付いた段階で無核である。

「ノ、ナスン(話す) → 「ウハナシ(お話し)

「シラ」スン(知らせる) → 「ウシラシ(お知らせ)

これらに í~スン J (する系)、「ーウゥガムンJ(拝む系)、「ーウンキユン(ウンヌキ

ーン)J (申し上げる系)を付けて表現する謙譲語の一般形は、すべて同じアクセント型

を持つことになる。本稿では、 ( iウハナシ スjン) (お話 しする)の活用形と

( rウシラシ スjン) (お知らせする)の活用形は、互いで同じ型であることを確認
するために双方掲げてある(表13、表14)。しかしながら、紙面の都合上、それ以降は

( r ウハナシ~)のみを代表 させて掲げ(表15-表 25) 、 ( rウシラシー〉は省略した。
「テ形+ウサギユン(ウサギーン)J (差し上げる系)については、 ( iシラjチ+

「ウサjギーン) (知らせてさしあげる)のほうのみを掲げている(表26、表27)。

「ーシガjとpう形には、意味的には 〈シ (準体助詞)+ガ(主格の格助詞)) (~ 

するのが、ーすることが、)の場合と〈シjガ(逆接の接続助詞)) (~するが、ーす

ウ
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るけれども、)の場合とがあるけれども、双方ともアクセントとしては(-シjガ〉と

いう型になる(本稿では後者を代表させて掲げてある)。
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表01 丁寧形 「ユムン。(読む。)

「ユマビラjン。(読みません。)

「ユマビラ。(読みましょう。)

「ユマビラj一、(読みますなら、)

「ユマビレJ一、(読みますれば、)

「ユマビーン。(読みます。)

「ユマビール-(読みますー)

「ユマビール。(読むのです。)

「ユマビーラ。(読むでしょうか。)

「ユマビーシ、(読みますのを、)

「ユマビーシェj一、(読みますのは、)

「ユマビーシjガ、(読みますが、)

「ユマピークj トゥ、(読みますので、)

「ユマピータ」ン。(読みよりました。)

「ユマビータJル-(読みよりました-)

「ユマビータjル。(読みよったのです。)

「ユマビータjラ。(読みよったでしょうか。)

「ユマピータjシ、(読みよりましたのを、)

「ユマピータシェj一、(読みよりましたのは、)

「ユマピータシjガ、(読みよりましたが、)

「ユマピータクJトゥ、(読みよりましたので、)

「ユマピータJガ。(読みよりましたか。)

「ユマビーティJ一。(読みよりましたか。)

「ユマビタjン。(読みました。)

「ユマビタjル-(読みましたー)

「ユマビタjル。(読んだのです。)

「ユマビタJラ。(読んだでしょうか。)

「ユマビタjシ、(読みましたのを、)

「ユマビタシェ」一、(読みましたのは、)

「ユマビタシjガ、(読みましたが、)

「ユマピタクj トゥ、(読みましたので、)
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「ユマビタjガ。(読みましたか。)

「ユマビティ j一。(読みましたか。)

表02 丁寧形 「ユブjン。(呼ぶ。)

「ユノ ~J ビラン。(呼びません。)

「ユノ ~J ビラ。(呼びましょう。)

「ユバjビラー。(呼びますなら、)

「ユノ ~J ビレー。(呼びますれば、)

「ユノリビーン。(呼びます。)

「ユノ ~J ビールー(呼びます-)

「ユパ」ビール。(呼ぶのです。)

「ユノリビーラ。(呼ぶのでしょうか。)

「ユノリピーシ、(呼びますのを、)

「ユパjビーシェj一、(呼びますのは、)

「ユノリビーシjガ、(呼びますが、)

「ユノす」ピークj トゥ、(呼びますから、)

「ユノリピータjン。(呼びよりました。)

「ユノリピータjルー。(呼びよりましたー)

「ユノリピータjル。(呼びょったのです。)

「ユノサビータ」ラ。(呼びょったでしょうか。)

「ユノリピータjシ、(呼びよりましたのを、)

「ユノリピータシェj一、(呼びよりましたのは、)

「ユノ ~J ビータシj ガ、(呼びよりましたが、)

「ユノリピータクj トゥ、(呼びよりましたので、)

「ユノリピータjガ。(呼びよりましたか。)

「ユノリビーティJ一。(呼びよりましたか。)

「ユノリビタjン。(呼びました。)

「ユノリビタjルー。(呼びましたー)

「ユノ ~J ビタ j ル。(呼んだのです。)

「ユパjビタjラ。(呼んだのでしょうか。)

ハU
唱

i



「ユ}¥J ビタjシ、(呼びましたのを、)

「ユノリビタシjガ、(呼びましたのが、)

「ユノリビタシェj一、(呼びましたのは、)

「ユノリビタシjガ、(呼びましたが、)

「ユバJビタクJトゥ、(呼びましたので、)

「ユノリビタjガ。(呼びましたか。)

「ユノリビティ jー。「ユノリビティ「ー。(呼びましたか。)* 

* { Iユノリビティ「一。} (呼びましたか。)と末尾の音調が上がることもある。

表03 継続・丁寧形 「ユムン。(読む。)

「ユデーウゥイjビラン。(読んでいません。)

「ユディウゥイJビラ。(読んでいましょう。)

「ユドーイビーラJ一、(読んでいますならば、)

「ユディウゥイビーラj一、(向上)

「ユドーイピーレ」一、(読んでいますから、[自分に対して])

「ユディウゥイビーレj一、(向上)

「ユディウィビレJ一、(読んでいるのでしたら、[相手に対して])

「ユドーイビーン。(読んでいます。)

「ユドーイビールー(読んでいますー)

「ユドーイビール。(読んでいるのです。)

「ユドーイビーラ。(読んでいるでしょうか。)

「ユドーイビーシ、(読んでいますのを、)

「ユドーイビーシェj一、(読んでいますのは、)

「ユドーイビーシJガ、(読んでいますが、)

「ユドーイピークJトゥ、(読んでいますので、)

「ユドーイビータJン。(読んでいました。)

「ユドーイビータjル-(読んでいましたー)

「ユドーイピータjル。(読んでいたのです。)

「ユドーイピータ」ラ。(読んでいたでしょうか。)

「ユドーイビータJシ、(読んでいましたのを、)

「ユドーイピータシェJ一、(読んでいましたのは、)
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「ユドーイピータシjガ、(読んでいましたが、)

「ユドーイピータクj トゥ、(読んでいましたので、)

「ユドーイビータjガ。(読んでいましたか。)

「ユドーイビータラj一。(読んで、いましたら、)

「ユドーイビータレJ-0  (読んでいましたから、)

「ユドーイビーティJ一。(読んで、いましたか。)

表04 継続・丁寧形 「ユブjンo (呼13¥0)
「ユデJ-rウゥイjビラン。(呼んでいません。)
「ユドーjイビーラJ一、(呼んでいますならば、)

「ユディ」ウゥイビーラj一、(同上)

「ユディ jウゥイピラj一、(呼んでいますならば、)* 

「ユドーjイビーレj一、(呼んでいますから、)

「ユディ jウゥイビーレJ一、(同上)

「ユディ jウゥイピレJ一、(呼んでいますから、)

「ユド-Jイピーン。(呼んでいます。)

「ユド-Jイビール-(呼んでいます-)

「ユドーjイビール。(呼んでいるのです。)

「ユド-Jイビーラ。(呼んでいるでしょうか。)

「ユドーJイビーシ、(呼んでいますのを、)

「ユドーjイビーシェj一、(呼んでいますのは、)

「ユドーjイビーシjガ、(呼んでいますが、)

「ユドーイピークJトゥ、(呼んでいますので、)

「ユドーjイピータJン。(呼んでいました。)

「ユドーjイピータjルー(呼んでいましたー)

「ユドーjイビータjル。(呼んでいたのです。)

「ユド-Jイピータjラ。(呼んでいたでしょうか。)

「ユド-Jイビータ」シ、(呼んでいましたのを、)

「ユドーjイビータシェj一、(呼んでいましたのは、)

「ユドーjイピータシJガ、(呼んでいましたが、)
「ユド-Jイピータクj トゥ、(呼んで、いましたので、)
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「ユドーjイビータjガ。(呼んでいましたか。)

「ユドーJイビーティJ一。(呼んで、いましたか。)

* ( rユディJウゥイビーラJ一〉と(rユディJウゥイビラJ一〉等の意味上の遠い
は未調査。

表05 尊敬形 「ユムン。(読む。)

「ユミミソーラjン。(お読みにならない。)

「ユミミソーリ。(お読みなさい。)

「ユミミソーレj一。(お読みなさいよ。)

「ユミミソーラJ一、(お読みなさるなら、)

「ユミミソーレJ一、(お読みなされば、)

「ユミミシェーン。(お読みになる。)

「ユミミシエール-(お読みになる-)

「ユミミシエール。(お読みになるのだ。)

「ユミミシェーラ。(お読みになるだろうか。)

「ユミミシェーシ、(お読みになるのを、)

[ユミミシェーシェJ一、(お読みになるのは、)

「ユミミシェーシjガ、(お読みになるが、)

「ユミミシェーク」トゥ、(お読みになるので、)

「ユミミシェータJン。(お読みでおられた。)

「ユミミシェータJル-(お読みでおられた-)

「ユミミシェータjル。(お読みでおられたよ。)

「ユミミシェータjラ。(お読みでおられただろうか。)

「ユミミシェータjシ、(お読みで、おられたのを、)

「ユミミシェータシェJ一、(お読みでおられたのは、)

「ユミミシェータシjガ、(お読みでおられたが、)

「ユミミシヱータクj トゥ、(お読みでおられたので、)

「ユミミシェータ」ガ。(お読みでおられたか。)

「ユミミシェーティ j一。(お読みでおられたか。)

「ユミミソーチャン。(お読みになった。)
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「ユミミソーチャル-(お読みになったー)

「ユミミソーチャル。(お読みになったのだ。)

「ユミミソーチャラ。(お読みになっただろうか。)

「ユミミソーチャシ、(お読みになったのを、)

「ユミミソーチャシェJ一、(お読みになったのは、)

「ユミミソーチャシjガ、(お読みになったが、)

「ユミミソーチャクj トゥ、(お読みになったので、)

「ユミミソーチャjガ。(お読みになったか。)

「ユミミソーチj一。(お読みになったか。)

表06 尊敬形 「ユブJン。(呼ぶ。)

「ユビJミソーラjン。(お呼びにならない。)

「ユビjミソーリ。(お呼びなさい。)

「ユビjミソーレJ一。(お呼びなさいよ。)

「ユビjミソーラj一、(お呼びなさるなら、)

「ユピjミソーレj一、(お呼びなされば、)

「ユビ」ミシェーン。(お呼びにな忍。)

「ユビjミシエール-(お呼びになる-)

「ユビjミシエール。(お呼びになるのだ。)

「ユピjミシェーラ。(お呼びになるだろうか。)

「ユビjミシェーシ、(お呼びになるのを、)

「ユビjミシェーシェJ一、(お呼びになるのは、)

「ユビjミシェーシJガ、(お呼びになるが、)

「ユビjミシェークJトゥ、(お呼びになるので、)

「ユピjミシェータjン。(お呼びでおられた。)

「ユビjミシェータJルー(お呼びでおられた-)

「ユビ」ミシェータjル。(お呼びでおられたよ。)

「ユビjミシェータjラ。(お呼びでおられただろうか。)

「ユビjミシェータjシ、(お呼びでおられたのを、)

「ユビjミシェータシェJ一、(お呼びでおられたのは、)

「ユビjミシェータシjガ、(お呼びでおられたが、)
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「ユビJミシェータクj トゥ、(お呼びでおられたので、)

「ユビjミシェータJガ。(お呼びでおられたか。)

「ユビjミシェーティ j一。(お呼びでおられたか。)

「ユビjミソーチャン。(お呼びになった。)

「ユビjミソーチャル-(お呼びになった-)

「ユビjミソーチャル。(お呼びになったのだ。)

「ユピ」ミソーチャラ。(お呼びになっただろうか。)

「ユビjミソーチャシ、(お呼びになったのを、)

「ユビjミソーチャシェj一、(お呼びになったのは、)

「ユビjミソーチャシjガ、(お呼びになったが、)

「ユビjミソーチャクJトゥ、(お呼びになったので、)

「ユビjミソーチャガ。(お呼びになったか。)

「ユビjミソーチ「一。(お呼びになったか。)

表07 尊敬・丁寧形 「ユムン。(読む。)

「ユミミシェービラjン。(お読みになりません。)

「ユミミシェービ」ラ。(お読みになりましょう。)* 

「ユミミシヱービラj一、(お読みになりますなら、)

「ユミミシヱービレJ一、(お読みになりますれば、)

「ユミミシェービーjン。(お読みになります。)

「ユミミシェービーJル-(お読みになりますー)

「ユミミシェービ-Jル。(お読みになるのです。)

「ユミミシェービ-Jラ。(お読みになるでしょうか。)

「ユミミシェービ-Jシ、(お読みになりますのを、)

「ユミミシエービーシェj一、(お読みになりますのは、)

「ユミミシエービーシjガ、(お読みになりますが、)

「ユミミシェーピークj トゥ、(お読みになりますので、)

「ユミミシェーピータjン。(お読みでおられました。)

「ユミミシェービータjルー(お読みでおられました-)

「ユミミシェーピータjル。(お読みでおられたのです。)
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「ユミミシェービータ」ラ。(お読みでおられたでしょうか。)

「ユミミシェーピータjシ、(お読みでおられましたのを、)

「ユミミシェーピータシェj一、(お読みでおられましたのは、)

「ユミミシェーピータシjガ、(お読みでおられましたが、)

「ユミミシェーピータクj トゥ、(お読みでおられましたので、)

「ユミミシェービータJガ。(お読みでおられましたか。)

「ユミミシェーピーティ jー。(お読みで、おられましたか。)

「ユミミシェーピタjン。(お読みになりました。)

「ユミミシェービタjル-(お読みになりましたー)

「ユミミシェービタjル。(お読みになったのです。)

「ユミミシェーピタjラ。(お読みになったでしょうか。)

「ユミミシェービタJシ、(お読みになりましたのを、)

「ユミミシェービタシェJ一、(お読みになりましたのは、)

「ユミミシェーピタシjガ、(お読みになりましたが、)

「ユミミシェービタクj トゥ、(お読みになりましたので、)

「ユミミシェービタjガ。(お読みになりましたか。)

「ユミミシェービティ J一。(お読みになりましたか。)

* { rユミミシェービJラ。〉など現在形でも末尾の音調が下がっている。

表08 尊敬・丁寧形 「ユブjン。(呼ぶ。)

「ユビJミシェーピラjン。(お呼びになりません。)

「ユピJミシェービJラ。(お呼びになりましょう。)

「ユビJミシェービラj一、(お呼びになりますなら、)

「ユビjミシェービレj一、(お呼びになりますれば、)

「ユビjミシェービーjン。(お呼びになります。)

「ユピjミシェービーjル-(お呼びになりますー)

「ユビjミシェービーjル。(お呼びになるのです。)

「ユビjミシェービーjラ。(お呼びになるでしょうか。)

「ユビjミシェービーJシ、(お呼びになりますのを、)

「ユビjミシエービーシェj一、(お呼びになりますのは、)

「ユピjミシエービーシjガ、(お呼びになりますが、)
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「ユビJミシェーピークJトゥ、(お呼びになりますので、)

「ユビJミシェービータ」ン。(お呼びでおられました。)
「ユビjミシェービータjルー(お呼びでおられましたー)

「ユビJミシェーピータJル。(お呼びでおられたのです。)

「ユビjミシェービータjラ。(お呼びでおられたでしょうか。)

「ユビJミシェービータjシ、(お呼びでおられましたのを、)

「ユビJミシェーピータシェj一、(お呼びでおられましたのは、)

「ユビJミシェーピータシ」ガ、(お呼びでおられましたが、)

「ユビjミシェービータクjトゥ、(お呼びでおられましたので、)

「ユビJミシェービータjガ。(お呼びでおられましたか。)

「ユビ」ミシェービーティ jー。(お呼びでおられましたか。)

「ユピJミシェービタjン。(お呼びになりました。)

「ユビjミシェービタJルー(お呼びになりました-)

「ユビjミシェービタjル。(お呼びになったのです。)

「ユビJミシェーピタjラ。(お呼びになったでしょうか。)

「ユビjミシェービタ」シ、(お呼びになりましたのを、)

「ユビ」ミシェービタシェ」一、(お呼びになりましたのは、)

「ユビ」ミシェーピタシJガ、(お呼びになりましたが、)

「ユビ」ミシヱービタクJトゥ、(お呼びになりましたので、)

「ユビjミシェービタjガ。(お呼びになりましたか。)

「ユビjミシヱービティJ一。(お呼びになりましたか。)

表09 継続・尊敬形 「ユムン。(読む。)

「ユデ-rメンjソーラン。(読んでいらっしゃらない。)
「ユドーミjソーリ。(読んでいらっしゃい。)

「ユドー「チミ」ソーリ。(読んでおいていらっしゃい。)

「ユドーミjソーレー。(読んでいらっしゃいよ。)

「ユドー[チミjソーレー。(読んでおいていらっしゃいよ。)

「ユドーミjシェーラj一、(読んでいらっしゃるなら、)* 

「ユドーミjシェーレ」一、(読んでいらっしゃれば、)
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「ユドーミjシェーン。(読んでいらっしゃる。)

「ユドーミjシエール-(読んでいらっしゃる-)

「ユドーミjシエール。(読んでいらっしゃるのだ。)

「ユドーミjシェーラ。(読んでいらっしゃるだろうか。)

「ユドーミjシェーシ、(読んでいらっしゃるのを、)

「ユドーミjシェーシェj一、(読んでいらっしゃるのは、)

「ユドーミjシェーシjガ、(読んでいらっしゃるが、)

「ユドーミJシェークj トゥ、(読んでいらっしゃるので、)

「ユドーミjシェータjン。(読んでいらっしゃられた。)

「ユドーミjシェータjル-(読んでいらっしゃられた-)

「ユドーミjシェータ」ル。(読んでいらっしゃられたよ。)

「ユドーミjシェータ」ラ。(読んでいらっしゃられただろうか。)

「ユドーミjシェータ」シ、(読んでいらっしゃられたのを、)

「ユドーミjシェータシェJ一、(読んでいらっしゃられたのは、)

「ユドーミjシェータシJガ、(読んでいらっしゃられたが、)

「ユドーミjシェータクj トウ、(読んでいらっしゃられたので、)

「ユドーミjシェータ」ガ。(読んでいらっしゃられたか。)

「ユドーミjシェーティ j一。(読んでいらっしゃられたか。)

* ( Iユドー「ミjシェーラj一〉のようにすべてにおいて〈ミ〉の前のところで高く
音調を戻す言い方もある。

表10 継続・尊敬形 「ユブJン。(呼ぶ。)

「ユデj一「メンJソーラン。(呼んでいらっしゃらない。)

「ユドJ-Iチミjソーリ。(呼んでおいていらっしゃい。)

「ユドJ-Iチミjソーレー。(呼んでおいていらっしゃいよ。)

「ユドー」ミjシェーラ」一、(呼んでいらっしゃるなら、γ
「ユドーjミjシェーレJ一、(呼んでいらっしゃれば、)

「ユド-Jミjシェーン。(呼んでいらっしゃる。)

「ユドーjミjシエールー(呼んでいらっしゃるー)

「ユドーjミjシエール。(呼んでいらっしゃるのだ。)

「ユドーjミjシェーラ。(呼んでいらっしゃるだろうか。)
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「ユド-Jミjシェーシ、(呼んでいらっしゃるのを、)

「ユド-Jミjシェーシェ」一、(呼んでいらっしゃるのは、)

「ユド-Jミjシェーシ」ガ、(呼んでいらっしゃるが、)

「ユドーJミ」シェークJトゥ、(呼んでいらっしゃるので、)

「ユドーjミjシェータjン。(呼んで、いら っしゃられた。)**

「ユドーjミjシェータjルー(呼んでいらっしゃられた-)

「ユドーJミjシェータjル。(呼んでいらっしゃられたよ。)

「ユド-JミJシェータjラ。(呼んでいらっしゃられただろうか。)

「ユド-Jミjシェータjシ、(呼んでいらっしゃられたのを、)

「ユドーjミjシェータシヱj一、(呼んでいら っしゃられたのは、)

「ユドーjミjシェータシJガ、(呼んでいら っしゃられたが、)

「ユド-JミJシェータクj トゥ、(呼んでいら っしゃられたので、)

「ユドーjミjシェータjガ。(呼んでいらっしゃられたか。)

「ユドーjミjシェーティJ一。(呼んでいらっしゃられたか。)

*すべてにおいて {iユド-Jミ-}と{iユドjーミ-}、両方が可である。

* * { iユド-Jミjシェータjン〉などの〈ミ〉のあとの下がりははっきりしたもの
ではないけれども、こういった例は i2度(以上)に及ぶ下降J(上野善道2001:633)

のうちの i3度に及ぶ下降jということになる。他の動詞(有核アクセント)でも、

{ iシラjチョーミ jシェータjン} (知らせていらっしゃった)、 { iチテjート

ーミjシェータjン} (伝えていらっしゃった)、 ( iノ、タjラチョーミjシヱータj

ン) (働いていらっしゃった)などといった例を挙げることができる。ただし、

〈ミ〉の前のところで、 音調を高く 戻す言い方もあるので、その場合は{iノ、タJラ

チョー「ミ」シェータjン〉などのように i2度に及ぶ下降J(上野2001:634)でお

さまる。

表11 継続・尊敬・丁寧形 「ユムン。(読む。)

「ユデー「メンjシェービラン。(読んでいらっしゃいません。)

「ユドー「チミJシェービリ。(読んでおいていらっしゃい。)

「ユドー「チミjシェービレjー。(読んでおいていらっしゃいよ。)

「ユドーミjシェービーラJ一、(読んでいらっしゃいますなら、)* 

「ユドーミjシェービーレj一、(読んでいらっしゃいますれば、)
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「ユドーミjシェービ-Jン。(読んでいらっしゃいます。)

「ユドーミJシェービーJルー(読んでいらっしゃいます-)

「ユドーミjシェービーJル。(読んでいらっしゃるのです。)

「ユドーミjシェービーjラ。(読んでいらっしゃるでしょうか。)

「ユドーミjシェービ-Jシ、(読んでいらっしゃいますのを、)

「ユドーミ」シエービーシェJ一、(読んでいらっしゃいますのは、)

「ユドーミjシエービーシJガ、(読んでいらっしゃいますが、)

「ユドーミjシェーピークJトゥ、(読んでいらっしゃいますので、)

「ユドーミjシェーピータJン。(お読みでおられました。)

「ユドーミ」シェーピータjル-(お読みでおられました-)

「ユドーミjシェーピータJル。(お読みでおられたのです。)

「ユドーミJシェービータ」ラ。(お読みでおられたでしょうか。)

「ユドーミJシェービータ」シ、(お読みでおられましたのを、)

「ユドーミ」シェーピータシェj一、(お読みでおられましたのは、)

「ユドーミjシェービータシ」ガ、(お読みでおられましたが、)

「ユドーミJシェービータクJトゥ、(お読みでおられましたので、)

「ユドーミjシェービータJガ。(お読みでおられましたか。)

「ユドーミjシェービーティ jー。(お読みでおられましたかJ

「ユドーミjシェービタ」ン。(読んでいらっしゃいました。)

「ユドーミjシェービタJル-(読んでいらっしゃいました-)

「ユドーミjシェービタJル。(読んでいらっしゃったのです。)

「ユドーミjシェービタjラ。(読んでいらっしゃったでしょうか。)

「ユドーミjシェービタjシ、(読んでいらっしゃいましたのを、)

「ユドーミjシェーピタシェj一、(読んでいらっしゃいましたのは、)

「ユドーミjシェービタシjガ、(読んでいらっしゃいましたが、)

「ユドーミjシェービタクJトゥ、(読んで、いらっしゃいましたので、)

「ユドーミjシェービタjガ。(読んでいらっしゃいましたか。)

「ユドーミjシェービティ j一。(読んでいらっしゃいましたか。)

* { rユドー「ミjシェービーラJ-}と〈ミ〉の前のところで高さの保ちを補うこと
がある。
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表12 継続・尊敬・丁寧形 「ユブJン。(呼ぶ。)

「ユデJ一「メンJシェービラン。(呼んでいらっしゃいません。)

「ユドJ-rチミJシェービリ。(呼んでおいていらっしゃい。)
「ユドJ-rチミJシェービレー。(呼んでおいていらっしゃいよ。)
「ユドjー「ミ」シェービーラJ一、(呼んでいらっしゃいますなら、)* 

「ユドJ-rミjシェービーレj一、(呼んでいらっしゃいますれば、)

「ユドjー「ミJシェービーJン。(呼んでいらっしゃいます。)

「ユドjー「ミjシェービーjルー(呼んでいらっしゃいます-)

「ユドjー「ミjシェービーjル。(呼んでいらっしゃるのです。)

「ユドjー「ミ」シェービ-Jラ。(呼んで、いらっしゃるでしょうか。)

「ユドJ-rミjシェービ-Jシ、(呼んで、いらっしゃいますのを、)
「ユドjー「ミjシエービーシェJ一、(呼んでいらっしゃいますのは、)
「ユドJ-rミjシエービーシJガ、(呼んで、いらっしゃいますが、)
「ユドjー「ミjシェーピークj トゥ、(呼んでいらっしゃいますので、)

「ユドJ一「ミjシェービータjン。(お呼びでおられました。)

「ユドj一「ミjシェーピータJル-(お呼びでおられました-)

「ユドJ-rミjシェーピータjル。(お呼びでおられたのです。)
「ユドJ-rミjシェーピータjラ。(お呼びでおられたでしょうか。)
「ユドJ-rミjシェービータjシ、(お呼びでおられましたのを、)
「ユドJ-rミ」シェービータシェJ一、(お呼びでおられましたのは、)
「ユドjー「ミjシェーピータシjガ、(お呼びでおられましたが、)

「ユド」一「ミjシェーピータクj トゥ、(お呼びでおられましたので、)

「ユドJ-rミjシェービータ」ガ。(お呼びでおられましたか。)
「ユド」一「ミ」シェービーティ jー。(お呼びでおられましたか。)

「ユドjー「ミjシェービタjン。(呼んでいらっしゃいました。)

「ユドJ-rミjシェービタ」ル-(呼んでいらっしゃいましたー)
「ユドJ-rミJシェービタjル。(呼んでいらっしゃったのです。)
「ユドjー「ミjシェービタjラ。(呼んでいらっしゃったでしょうか。)

「ユドJ-rミjシェービタJシ、(呼んでいらっしゃいましたのを、)
「ユドjー「ミjシェービタシェJ一、(呼んでいらっしゃいましたのは、)

「ユドJ一「ミjシェービタシjガ、(呼んでいらっしゃいましたが、)
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「ユドJ-rミjシェービタクj トゥ、(呼んでいらっしゃいましたので、)
「ユドJ一「ミjシェービタjガ。(呼んでいらっしゃいましたか。)

「ユドJ一「ミjシェービティ j一。(呼んでいらっしゃいましたか。)

*すべてにおいて{rユドJ-}といったん下がったあと、 〈ミ〉の前のところで音調
を高く戻す。

「ウハナシ

表13 謙譲形(する系) r八ナスン。(話す。)
(お話し)

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウノ、ナシ

「ウハナシ

「ウノ、ナシ

「ウノ、ナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウノ、ナシ

「サjン。(お話ししない。)

「サjナ。(お話ししよう。)

「ッjシ。(お話ししろ。)

「シェ」一。(お話ししろよ。)

「サ一、(お話しするなら、) (音調下がらず)

「シェj一、(お話しすれば、)

「スjン。(お話しする。)

「スjルー(お話しする-)

「ス」ル。(お話しするのだ。)

「スJラ。(お話しするだろうか。)

「スjシ、(お話しするのを、)

「スシェJ一、(お話しするのは、)

「スシjガ、(お話しするが、)

「スクj トゥ、(お話しするので、)

「スタjン。(お話ししょった。)

「スタjルー(お話ししょった-)

「スタjル。(お話ししょった。)

「スタjラ。(お話ししよっただろうか。)

「スタjシ、(お話ししよったのを、)

「スタjシェj一、(お話ししょったのは、)

「スタjシ」ガ、(お話ししよったが、)

「スタjクj トゥ、(お話ししよったので、)
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「スタjガ。(お話ししょったか。)

[スティ jー。(お話ししょったか。)

「ウハナシ

「ウハナシ

「サjン。(お話しした。)

「サjル-(お話ししたー)

「サJル。(お話ししたのだ。)

「サ」ラ。(お話ししただろうか。)

「サjシ、(お話ししたのを、)

「サシェJ一、(お話ししたのは、)

「サシjガ、(お話ししたが、)

「サクj トゥ、(お話ししたので、)

「サJガ。(お話ししたか。)

「ッシjー。(お話ししたか。)

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「シラJスン。(知らせる。)表14 謙譲形(する系)

「ウシラシ。(お知らせ。)

「サjン。(お知らせしない。)

「サJナ。(お知らせしよう。)

「ッjシ。(お知らせしろ。)

「シェj一。(お知らせしろよ。)

「サj一、(お知らせするなら、)

「シェJ一、(お知らせすれば、)

「ウシラシ

「ウシラシ

「ウシラシ

「ウシラシ

「ウシラシ

「ウシラシ

[スjン。(お知らせする。)

「スjル-(お知らせするー)

「スjル。(お知らせするのだ。)

「スJラ。(お知らせするだろうか。)

「スjシ、(お知らせするのを、)

「スシェj一、(お知らせするのは、)

「スシjガ、(お知らせするが、)

[スクj トゥ、(お知らせするので、)

丹
、
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「ウシラシ

「ウシラシ

「ウシラシ

「ウシラシ

「ウシラシ

「ウシラシ

「ウシラシ

「ウシラシ



「ウシラシ

「ウシラシ

「ウシラシ

「ウシラシ

「ウシラシ

「ウシラシ

「ウシラシ

「ウシラシ

「ウシラシ

「ウシラシ

「ウシラシ

「ウシラシ

「ウシラシ

「ウシラシ

「ウシラシ

「ウシラシ

「ウシラシ

「ウシラシ

「ウシラシ

「ウシラシ

表15

「ウノ、ナシ

「ウノ、ナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウノ、ナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「スタjン。(お知らせしよった。)

「スタ」ル-(お知らせしよったー)

「スタ」ル。(お知らせしよった。)

「スタjラ。(お知らせしよっただろうか。)

「スタjシ、(お知らせしよったのを、)

「スタjシェj一、(お知らせしよったのは、)

「スタjシ」ガ、(お知らせしよったが、)

「スタ」クJトゥ、(お知らせしよったので、)
「スタ」ガ。(お知らせしよったか。)

[スティ」一。(お知らせしよったか。)

「サ」ン。(お知らせした。)

「サJル-(お知らせしたー)

「サJル。(お知らせしたのだ。)

「サJラ。(お知らせしただろうか。)

「サjシ、(お知らせしたのを、)

「サシェJ一、(お知らせしたのは、)

「サシ」ガ、(お知らせしたが、)

「サクJトゥ、(お知らせしたので、)

「サJガ。(お知らせしたか。)

「ッシJ一。(お知らせしたか。)

謙譲・丁寧形(する系) r八ナスン。(話す。)
「サビJラン。(お話ししません。)

「サビjラ。(お話しましょう。)

「サビJラ一、(お話ししますなら、)

「サビ」レ一、(お話ししますれば、)

「サビJーン。(お話しします。)

「サビjールー(お話ししますー)

「サビJール。(お話しするのです。)

「サビjーラ。(お話しするでしょうか。)

「サビJーシ、(お話ししますのを、)
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「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウノ、ナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウノ、ナシ

「サビ」ーシェj一、(お話ししますのは、)

「サビjーシjガ、(お話ししますが、)

「サビJーク」トゥ、(お話ししますので、)

「サビjータJン。(お話ししよりました。)

「サビjータjルー(お話ししよりました-)

「サビjータJル。(お話ししょったのです。)

「サビJータJラ。(お言古ししよったでしょうか。)

「サピjータJシ、(お話ししよりましたのを、)

「サビjータシェj一、(お話ししよりましたのは、)

「サビjータシjガ、(お話ししよりましたが、)

「サビjータクj トゥ、(お話ししよりましたので、)

「サビjータ」ガ。(お言古ししよりましたか。)

「サビjーティ j一。(お話ししよりましたか。)

「サビjタン。(お話ししました。)

「サビjタル-(お話ししました-)

「サピ」タル。(お話ししたのです。)

「サビJタラ。(お話ししたでしょうか。)

「サビjタシ、(お話ししましたのを、)

「サビjタシェJ一、(お話ししましたのは、)

「サビjタシjガ、(お話ししましたが、)

「サビJタク」トゥ、(お話ししましたので、)

「サビJタガ。(お話ししましたか。)

「サビjティ」ー。(お話ししましたか。)

表16 謙譲・継続形(する系) rJ ¥ナスン。(話す。)

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「シェjー「ウゥラjン。(お話ししていない。)

「ソ-Jカナ。(お話ししておこう。)

「ソ-Jラー、(お話ししているなら、)

「ソ-Jレー、(お話ししていれば、)

「ウハナシ 「ソーjン。(お話ししている。)
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「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ソ-Jル-(お話ししているー)

「ソー」ル。(お話ししているのだ。)

「ソー」ラ。(お話しているだろうか。)

「ソーjシ、(お話ししているのを、)

「ソーjシェj一、(お員古ししているのは、)

「ソ-Jシjガ、(お話しするが、)

「ソ-Jクj トゥ、(お話しするので、)

「ウハナシ 「ソーjタン。(お話ししていた。)

「ウハナシ 「ソ-Jタル-(お話ししていた-)

「ウハナシ 「ソ-Jタル。(お話ししていたのだ。)

「ウハナシ 「ソ-Jタラ。(お話ししただろうか。)

「ウハナシ 「ソーJタシ、(お話ししていたのを、)

「ウハナシ 「ソーjタシェj一、(お話ししていたのは、)

「ウハナシ 「ソ-JタシJガ、(お話ししていたが、)

「ウハナシ 「ソ-Jタクj トウ、(お話ししていたので、)

fウハナシ 「ソーJタガ。(お話ししていたか。)

「ウハナシ 「ソーjティJ一。(お話ししていたか。)

表17 謙譲・継続・丁寧形(する系) 「ハナスン。(話す。)

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウノ、ナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「シェjー「ウゥイjビラン。(お話ししていません。)

「ソー」チャビラ。(お話ししておきましょう。)

「ソ-Jイビーラj一、(お話ししていますなら、)

「ソーjイビーレ」一、(お話ししていますれば、)

「ソ-Jイビーン。(お話ししています。)

「ソ-Jイビール-(お話ししています-)

「ソ-Jイビール。(お話ししているのです。)

「ソ-Jイビーラ。(お話しているでしょうか。)

「ソーjイビーシ、(お話ししていますのを、)

「ソーjイビーシェj一、(お話ししていますのは、)

「ソ-Jイビーシjガ、(お話ししていますが、)

「ソーjイピークj トゥ、(お話ししていますので、)
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「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

fウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ソーjイビータ」ン。(お話ししていました。)

「ソー」イビータjル-(お話ししていました-)

「ソ-JイビータJル。(お話ししていたのです。)

「ソ-Jイビータjラ。(お話ししたでしょうか。)

「ソ-Jイビータjシ、(お五百ししていましたのを、)

「ソ-JイビータシェJ一、(お話ししていましたのは、)

[ソ-JイビータシJガ、(お話ししていましたが、)

「ソーjイビータクJトゥ、(お話ししていましたので、)

「ソ-Jイビータ」ガ。(お話ししていましたか。)

「ソ-Jイビーティ jー。(お話ししていましたか。)

表18 謙譲形(拝む系) 「八ナスン。(話す。)

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウゥガマン。(お話ししない。)

「ウゥガマ。(お話ししよう。)

「ウゥガムラj一、(お話しするなら、)x iウゥガマ一、

「ウゥガムレj一、(お話しすれば、)0 iウゥガメ一、

「ウゥガムン。(お話しする。)

「ウゥガムル-(お話しする-)

「ウゥガムル。(お話しするのだ。)

「ウゥガムシ、(お話しするのを、)

[ウゥガムシェj一、(お話しするのは、)

「ウゥガムシjガ、(お話しするが、)

「ウゥガムクj トゥ、(お話しするので、)

「ウゥガムタJン。(お話ししょった。)

「ウゥガムタ」ルー(お話ししょった-)

「ウゥガムタjル。(お話ししょった。)

「ウゥガムタjラ。(お話ししょっただろうか。)

「ウゥガムタ」シ、(お話ししょったのを、)

「ウゥガムタシェj一、(お話ししょったのは、)

「ウゥガムタシjガ、(お話ししょったが、)
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「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウゥガムタクj トゥ、(お話ししょったので、)

「ウゥガムタJガ。(お言古ししよったか。)

「ウゥガムティ jー。(お話ししょったか。)

「ウゥガダン。(お話しした。)

「ウゥガダルー(お話しした-)

「ウゥガダル。(お話ししたのだ。)

「ウゥガダラ。(お話ししただろうか。)

「ウゥガダシ、(お話ししたのを、)

「ウゥガダシェJ一、(お話ししたのは、)

「ウゥガダシJガ、(お話ししたが、)

「ウゥガダクj トゥ、(お話ししたので、)

「ウゥガダガ。(お話ししたか。)

「ウゥガディー。(お話ししたか。)

表19 謙譲・丁寧形(拝む系) r八ナスン。(話す。)
「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウノ、ナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウゥガマビラjン。(お話ししません。)

「ウゥガマピラ。(お話ししましょう。)

「ウゥガマビラj一、(お話ししますなら、)

「ウゥガマビレj一、(お話ししますれば、)

「ウゥガマビーン。(お話しします。)

「ウゥガマビール-(お話ししますー)

「ウゥガマビール。(お話しするのです。)

「ウゥガマビーラ。(お話しするでしょうか。)

「ウゥガマビーシ、(お話ししますのを、)

「ウゥガマビーシJガ、(お話ししますのが、)

「ウゥガマビーシェJ一、(お話ししますのは、)

「ウゥガマビーシjガ、(お話ししますが、)

「ウゥガマピークj トゥ、(お話ししますので、)
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「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウノ、ナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウゥガマビータjン。(お話ししよりました。)

「ウゥガマピータJ)レ-(お話ししよりました-)

「ウゥガマビータJル。(お話ししょったのです。)

「ウゥガマビータjラ。(お話ししよったでしょうか。)

「ウゥガマビータjシ、(お話ししよりましたのを、)

「ウゥガマビータシェj一、(お話ししよりましたのは、)

「ウゥガマビータシjガ、(お言古ししよりましたが、)

「ウゥガマピータクj トゥ、(お話ししりましたので、)

「ウゥガマピータJガ。(お話ししよりましたか。)

「ウゥガマビーティJ一。(お話ししよりましたか。)

「ウゥガマビタjン。(お話ししました。)

「ウゥガマビタjルー(お話ししましたー)

「ウゥガマビタjル。(お話ししたのです。)

「ウゥガマビタjラ。(お話ししたでしょうか。)

「ウゥガマビタjシ、(お五百ししましたのを、)

「ウゥガマピタシjガ、(お話ししましたのが、)

「ウゥガマビタシェj一、(お話ししましたのは、)

「ウゥガマビタシjガ、(お話ししましたが、)

「ウゥガマビタクJトゥ、(お話ししましたので、)

「ウゥガマビタJガ。(お話ししましたか。)

「ウゥガマビティ jー。(お話ししましたか。)

表20 謙譲・継続形(拝む系) 「八ナスン。(話す。)

「ウノ、ナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウゥガデー[ウゥラjン。(お話ししていない。)

「ウゥガドーカjナ。(お員百ししておこう。)

「ウゥガドーラJ一、(お話ししているなら、)

「ウゥガドーレJ一、(お話ししていれば、)

「ウゥガドーン。(お話-ししている。)

「ウゥガドール-(お話ししているー)

「ウゥガドール。(お話ししているのだ。)

「ウゥガドーラ。(お言古ししているだろうか。)
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「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウゥガドーシ、(お話ししているのを、)

「ウゥガドーシェj一、(お話ししているのは、)

「ウゥガドーシjガ、(お話ししているが、)

「ウゥガドーク」トゥ、(お話ししているので、)

「ウゥガドータ」ン。(お話ししていた。)

「ウゥガドータ」ル-(お話ししていた-)

「ウゥガドータ」ル。(お話ししていたのだ。)

「ウゥガドータ」ラ。(お話ししていただろうか。)

「ウゥガドータjシ、(お話ししていたのを、)

「ウゥガドータjシェ一、(お話ししていたのは、)

「ウゥガドータシ」ガ、(お五百ししていたが、)

「ウゥガドータクJトゥ、(お話ししていたので、)

「ウゥガドータjガ。(お話ししていたか。)

「ウゥガドーティ j一。(お話していたか。)

表21 謙譲・継続・丁寧形(拝む系) r八ナスン。(話す。)
「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウゥガデー「ウゥイjビラン。(お話ししていません。)

「ウゥガドーイビラ。(お五百ししていましょう。)

「ウゥガドーチャjビラ。(お話ししておきましょう。)

「ウゥガドーイビーラj一、(お話ししていますなら、)

「ウゥガドーイビーレj一、(お話ししていますれば、)

「ウゥガドーイビーン。(お話ししています。)

「ウゥガドーイビール-(お話ししています-)

「ウゥガドーイビール。(お話ししているのです。)

[ウゥガドーイビーラ。(お話ししているでしょうか。)

「ウゥガドーイビーシ、(お話ししていますのを、)

「ウゥガドーイビーシェj一、(お話ししていますのは、)

「ウゥガドーイビーシjガ、(お話ししていますが、)

「ウゥガドーイピークj トゥ、(お話ししていますので、)

「ウゥガドーイピータjン。(お話ししていました。)
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「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウゥガドーイビータjル-(お員古ししていました-)

「ウゥガドーイビータJル。(お話ししていたのです。)

「ウゥガドーイビータjラ。(お話ししていたでしょうか。)

「ウゥガドーイビータjシ、(お話ししていましたのを、)

「ウゥガドーイピータシェ」一、(お話ししていましたのは、)

「ウゥガドーイピータシjガ、(お員古ししていましたが、)

「ウゥガドーイビータクj トゥ、(お話ししていましたので、)

「ウゥガドーイビータ」ガ。(お話ししていましたか。)

「ウゥガドーイビーティj一。(お員古していましたか。)

表22 謙譲形(申し上げる系) r八ナスン。(話す。)
「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウノ、ナシ

「ウハナシ

「ウノ、ナシ

「ウハナシ

「ウンjヌキラン。(お話し申し上げない。)

「ウン」ヌキラ。(お話し申し上げよう。)

「ウンjヌキリ 。(お話し申し上げなさい。)

「ウンJヌキレー。(お話し申し上げなさいよ。)

「ウンjヌキラー、(お話し申し上げるなら、)

「ウン」ヌキレ一、(お話し申し上げれば、)

「ウンjヌキーン。(お話し申し上げる。)

「ウンjヌキールー(お話し申し上げるー)

「ウンjヌキール。(お話し申し上げるのだ。)

「ウンjヌキーラ。(お話し申し上げるだろうか。)

「ウンjヌキーシ、(お話し申し上げるのを、)

「ウンjヌキーシェj一、(お話し申し上げるのは、)

「ウンjヌキーシjガ、(お話し申し上げるが、)

「ウン」ヌキークj トゥ、(お話し申し上げるので、)

「ウンjヌキータjン。(お話し申し上げよった。)

「ウン」ヌキータJル-(お話し申し上げよった-)

「ウンjヌキータjル。(お話し申し上げよった。)

「ウンJヌキータjラ。(お話し申し上げよっただろうか。)

「ウンJヌキータJシ、(お話し申し上げよったのを、)

「ウンjヌキータシェj一、(お話し申し上げよったのは、)
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「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウノ、ナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウンJヌキータシJガ、(お話し申し上げよったが、)

「ウン」ヌキータクjトゥ、(お話し申し上げよったので、)

「ウンJヌキータjガ。(お話し申し上げよったか。)

「ウンjヌキーティJ一。(お話し申し上げよったか。)

「ウンjヌキタJン。(お話し申し上げた。)

「ウンjヌキタJルー(お話し申し上げたー)

「ウンJヌキタjル。(お話し申し上げたのだ。)

「ウンJヌキタjラ。(お話し申し上げただろうか。)

「ウンjヌキタJシ、(お話し申し上げたのを、)

「ウンJヌキタシェ」一、(お話し申し上げたのは、)

「ウンJヌキタシJガ、(お話し申し上げたが、)

「ウンjヌキタクj トゥ、(お話し申し上げたので、)

「ウンjヌキタJガ。(お話し申し上げたか。)

「ウンjヌキティJ-0  (お話し申し上げたか。)

表23 謙譲・丁寧形(申し上げる系) r八ナスン。(話す。)
「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウノ1ナシ

「ウハナシ

「ウンjヌキ「ヤピラン。(お話し申し上げません。)

「ウンjヌキヤビラ。(お話し申し上げましょう。)

「ウンJヌキヤビリ。(お話し申し上げなさい。)

「ウン」ヌキヤビレjー。(お話し申し上げなさいよ。)

「ウンJヌキヤビラJ一、(お話し申し上げますなら、)

「ウンJヌキヤビレ」一、(お話し申し上げますれば、)

「ウンJヌキヤビーン。(お話し申し上げます。)

「ウンJヌキヤビールー(お話し申し上げます-)

「ウンjヌキヤビール。(お話し申し上げるのです。)

「ウンjヌキヤビーラ。(お話し申し上げるでしょうか。)

「ウンjヌキヤビーシ、(お話し申し上げますのを、)

「ウンjヌキヤビーシェJ一、(お話し申し上げますのは、)

「ウンjヌキヤビーシJガ、(お話し申し上げますが、)

「ウンjヌキヤピークj トゥ、(お話し申し上げますので、)
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「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウノ、ナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウノ、ナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウノ、ナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウノ、ナシ

「ウンjヌキヤピータjン。(お話し申し上げられました。)

「ウンjヌキヤビータjル-(お話し申し上げられました-)

「ウンjヌキヤビータjル。(お話し申し上げられたのです。)

「ウン」ヌキヤピータjラ。(お話し申し上げられたでしょうか。)

「ウンjヌキヤビータjシ、(お話し申し上げられましたのを、)

「ウンjヌキヤピータシェj一、(お話し申し上げられましたのは、)

「ウンjヌキヤビータシJガ、(お話し申し上げられましたが、)

「ウン」ヌキヤピータクJトゥ、(お話し申し上げられましたので、)

「ウンjヌキヤピータjガ。(お話し申し上げられましたか。)

「ウンjヌキヤビーティ jー。(お話し申し上げられましたか。)

「ウンjヌキヤピタJン。(お話し申し上げました。)(あまり末尾は下がらなp)

「ウンjヌキヤビタjル-(お話し申し上げました-)

「ウンjヌキヤビタjル。(お話し申し上げたのです。)

「ウンjヌキヤピタjラ。(お話し申し上げたでしょうか。)

「ウンjヌキヤビタ」シ、(お話し申し上げましたのを、)

「ウンjヌキヤビタシェj一、(お話し申し上げましたのは、)

「ウン」ヌキヤビタシjガ、(お話し申し上げましたが、)

「ウン」ヌキヤビタクj トゥ. (お話し申し卜.げましたので、)

「ウン」ヌキヤビタ」ガ。(お話し申し上げましたか。)(あまり末尾は下がらなp)

「ウンjヌキヤビティ j一。(お話し申し上げましたか。)

表24 謙譲・継続形(申し上げる系) rJ ¥ナスン。(話す。)

「ウハナシ

[ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウノ、ナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウノ、ナシ

「ウン」ヌキテー「ウゥラjン。(お話し申し上げていない。)

「ウンjヌキトーカjナ。(お話し申し上げておこう。)

「ウンjヌキトーラJ一、(お話し申し上げているなら、)

「ウンjヌキトーレj一、(お話し申し上げていれば、)

「ウンJヌキトーン。(お話し申し上げている。)

「ウンjヌキトール-(お話し申し上げているー)

「ウンjヌキトール。(お話し申し上げているのだ。)

「ウンjヌキトーラ。(お話し申し上げているだろうか。)

「ウンJヌキトーシ、(お話し申し上げているのを、)
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「ウノ、ナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウンjヌキトーシェj一、(お話し申し上げているのは、)

「ウン」ヌキトーシJガ、(お話し申し上げているが、)

「ウン」ヌキトークJトゥ、(お話し申し上げているので、)

「ウハナシ 「ウンjヌキトータjン。(お話し申し上げていた。)

「ウハナシ 「ウンjヌキトータjル-(お話し申し上げていた-)

「ウハナシ 「ウンJヌキトータjル。(お話し申し上げていたのだ。)

「ウハナシ 「ウン」ヌキトータjラ。(お話し申し上げていただろうか。)

「ウハナシ 「ウンjヌキトータjシ、(お話し申し上げていたのを、)

「ウハナシ 「ウンjヌキトータシェj一、(お話し申し上げていたのは、)

「ウハナシ 「ウンjヌキトータシjガ、(お話し申し上げていたが、)

「ウハナシ 「ウン」ヌキトータクj トゥ、(お話し申し上げていたので、)

「ウハナシ 「ウンJヌキトータjガ。(お話し申し上げていたか。)

「ウハナシ 「ウンjヌキトーティ jー。(お話申し上げていたか。)

表25 謙譲・継続・丁寧形(申し上げる系) rハナスン。(話す。)
「ウハナシ

「ウノ、ナシ

「ウハナシ

「ウノ、ナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウハナシ

「ウンJヌキテー「ウゥイJビラン。(お話し申し上げていません。)

「ウンjヌキ「トーチャjビラ。(お話し申し上げておきましょう。)

「ウンJヌキ「トーイビーラ」一、(お話し申し上げていますなら、)

fウンjヌキ「トーイビーレJ一、(お話し申し上げていますれば、)

「ウンjヌキ Iトーイビーン。(お話し申し上げています。)* 

「ウンjヌキ「トーイビール-(お話し申し上げています-)

「ウン」ヌキ「トーイビール。(お話し申し上げているのです。)

「ウンjヌキ「トーイビーラ。(お話し申し上げているでしょうか。)

「ウンjヌキ「トーイビーシ、(お話し申し上げていますのを、)

「ウンjヌキ「トーイビーシェJ一、(お話し申し上げていますのは、)

「ウンjヌキ「トーイビーシJガ、(お話し申し上げていますが、)

「ウンjヌキ「トーイピーク」トゥ、(お話し申し上げていますので、)

「ウンjヌキ「トーイビータjン。(お話し申し上げていました。)

「ウン」ヌキ「トーイピータjル-(お話し申し上げていました-)

「ウンJヌキ「トーイビータjル。(お話し申し上げていたのです。)
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「ウハナシ 「ウンjヌキ「トーイビータjラ。(お話し申し上げていたでしょうか。)

「ウハナシ 「ウンjヌキ「トーイピータjシ、(お話し申し上げていましたのを、)

「ウハナシ 「ウンjヌキ「トーイビータjシェ一、(お話し申し上げていましたのは、)

「ウハナシ 「ウンjヌキ「トーイビータシjガ、(お話し申し上げていましたが、)

「ウハナシ 「ウンjヌキ「トーイビータクj トゥ、(お話し申し上げていましたので、)

「ウハナシ 「ウンjヌキ「トーイビータ」ガ。(お話し申し上げていましたか。)

「ウハナシ 「ウンjヌキ[トーイビーティJ一。(お話申し上げていましたか。)

* { iウンjヌキ「トーイピーン〉のように、すべてにおいて〈トー〉の前のところで
音調を高く戻すことが特徴的である。

「シラjスン。(知らせる。)表26 謙譲形(差し上げる系)

「シラjチ、(知らせて、)

「ウサjギラン。(知らせてさしあげない。)

「ウサjギラ。(知らせてさしあげよう。)

「ウサjギリ。(知らせてさしあげよ。)

「ウサjギレー。(知らせてさしあげよ。)

「ウサjギラ一、(知らせてさしあげるなら、)

「ウサjギレ一、(知らせてさしあげれば、)

「シラjチ

「シラjチ

「シラjチ

「シラjチ

「シラjチ

「シラjチ

「ウサjギーン。(知らせてさしあげる。)

「ウサjギール-(知らせてさしあげる-)

「ウサjギール。(知らせてさしあげるのだ。)

「ウサjギーラ。(知らせてさしあげるだろうか。)

「ウサjギーシ、(知らせてさしあげるのを、)

「ウサjギーシェj一、(知らせてさしあげるのは、)

[ウサ」ギーシjガ、(知らせてさしあげるが、)

「ウサjギークj トゥ、(知らせてさしあげるので、)

[シラ」チ

「シラjチ

「シラjチ

「シラjチ

「シラjチ

「シラjチ

「シラjチ

「シラjチ

「ウサJギータjン。(知らせてさしあげよった。)

「ウサjギータjル-(知らせてさしあげよったー)

「ウサjギータJル。(知らせてさしあげよった。)

「ウサjギータjラ。(知らせてさしあげよっただろうか。)

F
H
U
 

つd
唱

i

「シラjチ

「シラjチ

「シラJチ

「シラjチ



「シラJチ

「シラ」チ

「シラjチ

「シラJチ

「シラJチ

「シラJチ

「シラ」チ

「シラJチ

「シラJチ

「シラJチ

「シラjチ

「シラ」チ

「シラjチ

「シラjチ

「シラJチ

「シラJチ

「ウサ」ギータ」シ、(知らせてさしあげよったのを、)

[ウサ」ギータシェ」一、(知らせてさしあげよったのは、)

「ウサ」ギータシ」ガ、(知らせてさしあげよったが、)

「ウサjギータクJトゥ、(知らせてさしあげよったので、)

「ウサJギータjガ。(知らせてさしあげよったか。)

「ウサJギーティ jー。(知らせてさしあげよったか。)

「ウサJギタJン。(知らせてさしあげた。)

「ウサ」ギタ」ル-(知らせてさしあげた-)

[ウサJギタ」ル。(知らせてさしあげたのだ。)

「ウサJギタjラ。(知らせてさしあげただろうか。)

「ウサJギタ」シ、(知らせてさしあげたのを、)

「ウサJギタシェ」一、(知らせてさしあげたのは、)
「ウサ」ギタシjガ、(知らせてさしあげたが、)

「ウサjギタクj トゥ、(知らせてさしあげたので、)

「ウサJギタjガ。(知らせてさしあげたか。)

「ウサJギティJ一。(知らせてさしあげたか。)

表27 謙譲・丁寧形(差し上げる系) rシラjスン。(知らせる。)
「シラjチ

「シラjチ

「シラJチ

「シラjチ

「シラ」チ

「シラJチ

「シラJチ

「シラjチ

「シラjチ

「シラjチ

「シラjチ

「シラjチ

「シラ」チ

「ウサjギヤビラン。(知らせてさしあげません。)

「ウサJギヤビラ。(知らせてさしあげましょう。)

「ウサ」ギヤビリ。(知らせてさせあげなさい。)

「ウサJギヤビレj一。(知らせてさせあげなさい。)
「ウサJギヤビラ一、(知らせてさしあげますなら、)

「ウサ」ギヤビレ一、(知らせてさしあげますれば、)

「ウサ」ギヤビーン。(知らせてさしあげます。)

「ウサjギヤビール-(知らせてさしあげます-)

「ウサjギヤビール。(知らせてさしあげるのです。)

「ウサjギヤビーラ。(知らせてさしあげるでしょうか。)

[ウサjギヤビーシ、(知らせてさしあげますのを、)

「ウサ」ギヤビーシェJ一、(知らせてさしあげますのは、)

「ウサJギヤビーシjガ、(知らせてさしあげますが、)
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「シラjチ

「シラjチ

「シラjチ

「シラjチ

「シラjチ

「シラjチ

「シラjチ

「シラjチ

「シラjチ

「シラjチ

「シラJチ

「シラ」チ

「シラjチ

「シラjチ

「シラjチ

「シラjチ

「シラjチ

「シラjチ

「シラjチ

「シラjチ

「シラjチ

「ウサJギヤピークJトゥ、(知らせてさしあげますので、)

「ウサjギヤビータjン。(知らせてさしあげよりました。)

「ウサjギヤビータjル-(知らせてさしあげよりました-)

「ウサjギヤビータjル。(知らせてさしあげよったのです。)

「ウサjギヤビータjラ。(知らせてさしあげよったでしょうか。)

「ウサjギヤビータjシ、(知らせてさしあげよりましたのを、)

「ウサjギヤビータシェj一、(知らせてさしあげよりましたのは、)

「ウサjギヤピータシjガ、(知らせてさしあげよりましたが、)

「ウサjギヤビータクj トゥ、(知らせてさしあげよりましたので、)

「ウサjギヤビータjガ。(知らせてさしあげよりましたか。)

「ウサjギヤビーティ jー。(知らせてさしあげよりましたか。)

「ウサ」ギヤビタ」ン。(知らせてさしあげました。)(あまり末尾は下がらない)

「ウサjギヤビタJルー(知らせてさしあげました-) (向上)

「ウサjギヤビタJル。(知らせてさしあげたのです。) (向上)

「ウサ:..1ギヤビタjラ。(知らせてさしあげたでしょうか。) (同上)

「ウサjギヤビタjシ、(知らせてさしあげましたのを、) (同上)

「ウサjギヤビタシェj一、(知らせてさしあげましたのは、)

「ウサ」ギヤビタシJガ、(知らせてさしあげましたが、)

「ウサjギヤビタクJトゥ、(知らせてさしあげましたので、)

「ウサjギヤビタJガ。(知らせてさしあげましたか。)

「ウサjギヤビティJ一。(知らせてさしあげましたか。)
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